
平成２６年度スーパー食育スクール事業 

全国連絡協議会 

  

 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 

食育と学力・体力の向上 
健全な食習慣を形成し、 
 食育と学力・体力の向上を 
   目指すための食育の研究 
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 東神楽の概略 

 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 
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スーパー食育スクール事業指定校 

東神楽町東神楽小学校 

東神楽町 



   事業目標 

 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 

食育の充実を

図り、生活や

学習の基盤と

なる望ましい

習慣の改善と

定着を図る。 

現状と実態 仮説 実践の概要 評価方法 今後の課題 

現状と実態 ≪目指す子ども像≫ 

○低学年 

 ・好き嫌いせずに食べようとする子 

 ・朝ごはんをしっかり食べようとする子 

○中学年 

 ・健康に過ごすことを意識して、いろいろな

食べ物を好き嫌いせずに食べようとする子 

 ・正しい生活習慣で過ごそうとする子 

○高学年 

 ・食事が身体に及ぼす影響や食品をバランス

よく組み合わせて食べることの大切さを理解

し、一食分の食事が考えられる子 

 ・自らの健康・体調を維持しようとする子 
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『ほっかいどう「学力・体力向上運動』 



   学力の現状を再把握し，成果指標の細分化を行う 

 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 

■集中的態度に優れるが、語
彙力、表現力・創造力、コ
ミュニケーション能力、問題
解決を図る力に課題がある。 
 
■家庭での学習については、
宿題には比較的熱心に取り組
むが、復習･予習、調べ学習
など自らの必要，主体性に基
づく学習が求められる。 
 

現状と実態 仮説 実践の概要 評価方法 今後の課題 

現状と実態 

○痩身及び肥満体型児童 

○朝食欠食児童 

○欠席児童の病欠率 

○学童健診要精密検査者 

○不定愁訴の出現率 
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   学力の現状を再把握し，成果指標の細分化を行う 

 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 

 

 

1 学習状況調査 

2 質問紙の「算数・国語はよくわかるか」に対する否定的な回答 

  をする児童数を減少させる。 

    (国語H25年度25％→2%1人，算数Ｈ25年度10％→10％4人） 

3 児童アンケートでは，「学校が楽しい(3.6ポイント)，勉強がよ 

   くわかる(3.5ポイント）」を共に４点満点へ。 

4 標準学力検査NRT 

  国語・算数の全学年 全領域で全国比を100％にする。 

  3年 読むこと88→98    4年 量と測定105→90 

  5年 量と測定94→99 

5 1時間以上の家庭学習をしている児童は40％ 

6 教師による観察・児童の学習の様子の見とり 

 

現状と実態 仮説 実践の概要 評価方法 今後の課題 

現状と実態 4 



   学力の現状を再把握し，成果指標の細分化を行う 

 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 

 

 

学力・学習状況調査の正答率 
学力・学習状況をより詳細に把握することができるよう次のように細分化  

    

ア 児童質問紙にある学習の取り組み方などに対する否定的

な回答の減少 

イ 標準学力検査でＮＲＴ・ＣＲＴの全国標準値100以上の

到達 

ウ 教師による児童の観察により「学習に集中できていな

い児童」の減少 
 

 

現状と実態 仮説 実践の概要 評価方法 今後の課題 
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 評価指標を向上させるための仮説の改善 

 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 

 

       ■栄養教諭と学級担任のＴＴによる食育授業   

      ■ランチルームでの全校給食を活用した日常的な指導 

       学校における食育を充実させる 

  

家庭教育力の向上 
 

健全な食習慣の形成 
 

 子どもたちの学び意欲 

   よりよく生きようとする思いを高める 

 学力・体力の向上によい成果が得られる 

 

現状と実態 仮説 実践の概要 評価方法 今後の課題 

仮説 
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 今年度から新たに試みている，食育の実際 

 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 

 

 

 

Ⅰ 全校給食等を活用した日常的な指導 

Ⅱ 栄養教諭の活用 

Ⅲ 保護者への啓発 

現状と実態 仮説 実践の概要 評価方法 今後の課題 

現状と実態 仮説 

実践の概要 

スーパー食育スクール推進委員会での 
            意見も生かして 
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 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 

 

 
Ⅰ 全校給食等を活用した日常的な指導 

今日のメニューのホウレンソ
ウは北海道産です。 
ホウレンソウには，貧血を予
防してくれる鉄分が多く含ま
れています。 

食材に関するミニミニ講話 

マナー5カ条 

1 エプロン・バンダナ， 

     心をこめた挨拶！ 

2 食器をもって食べよう！ 

3 はし名人になろう！ 

4 のこさず食べよう！ 

5 口に食べ物を入れて 

      しゃべらない！ 

 

推進委員会では！ 
 食べることは、命をいただくこと、食材への感謝
や自然愛・生命尊重を重視して指導してほしい。 

現状と実態 仮説 実践の概要 評価方法 今後の課題 

マナー 
指導 
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 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 

 

 
Ⅱ 栄養教諭による食育授業 

６つの食育の指導目標を踏まえた授業づくり 

◆視点1 アンケートや児童の感想等から，指導を工夫し， 

                        児童の確かな変容を見取る工夫 
 

◆視点2 グループによる活動や体験的活動を積極的に取り入れ， 

             望ましい食習慣を身に付けようとする意欲を高める工夫 
   

◆視点3 栄養教諭の専門性に基づく食に関する情報・知識・技能などを生かし、 

     学級担任と協同したＴＴによる指導の工夫 
 

推進委員会（地場産活用事業）では！ 
 子どもたちの最前線にいる先生方に農業を理解し
てほしい！そして、農業や食材への私たちの農家の
思いを子どもたちに伝えてほしい。 
 私たちは、農業を体験する機会と場を提供します。 
           →農村ホームスティの実施 

現状と実態 仮説 実践の概要 評価方法 今後の課題 
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 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 

 

 

◆視点1 アンケートや児童の感想等から，指導を工夫し， 
                     児童の確かな変容を見取る工夫 

授業実践例  
2年生 生活科 
「学校農園大作戦！」 
～野菜について知ろ
う」 

 

●授業日を含めた3日間の給食で出された野菜 

●既存の知識，生活経験を基に野菜についての栄養につ
いて話し合う 
●視覚的にとらえる提示 

現状と実態 仮説 実践の概要 評価方法 今後の課題 
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「早寝・早起き・朝ごはん運動」等の奨励 

 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 

  

         ■陰山英男氏による講演会 

■生活リズムチェックシート     ■メニューコンテスト    

①子ども自身 ②家庭 ③地域 

推進委員会では！ 
 食と農業を考える学習
会を実施したい！ 

Ⅲ 保護者への啓発 

現状と実態 仮説 実践の概要 評価方法 今後の課題 
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 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 

 

 

実践に対する評価方法 

  生活習慣の改善・心身の健全 

集中力の向上，生きる（学ぶ）喜びの上昇 

周囲への感謝，自己有用感の高まり 

よりよく生きようする思いの高まり 

食育の充実 学力の向上 

家庭の教育力の向上 

現状と実態 仮説 実践の概要 評価方法 今後の課題 
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 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 

 

 

 

 

 全国学力・学習状況調査結果の活用 

       24年度 25年度 26年度 

国

語 

A 全国 81.6  62.7  72.9  

 
北海道 79.0  60.4  71.5  

 
東神楽小 80.7  61.3  75.4  

 
正答数 13.7  12.6  11.6  

 
全国比 ▲ 0.9 ▲ 1.4 2.5 

 
全道比 1.7 0.9 3.9 

B 全国 55.6  49.4  55.5  

 
北海道 53.5  46.4  52.9  

 
東神楽小 54.2  46.9  58.9  

 
正答数 6.0  4.4  5.2  

 
全国比 ▲ 1.4 ▲ 2.5 3.4 

 
全道比 0.7 0.5 6.0 

算

数 

A 全国 73.3  77.2  78.1  

 
北海道 69.8  74.9  75.8  

 
東神楽小 76.9  78.2  78.8  

 
正答数 14.6  14.9  13.5  

 
全国比 3.6 1.0 0.7 

 
全道比 7.1 3.3 3.0 

B 全国 58.9  58.4  58.2  

 
北海道 55.8  54.0  55.2  

 
東神楽小 59.2  56.3  54.9  

 
正答数 7.7  7.3  7.4  

 
全国比 0.3 ▲ 2.1 ▲ 3.3 

 
全道比 3.4 2.3 ▲ 0.3 

現状と実態 仮説 実践の概要 評価方法 今後の課題 
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 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 

 

 

 

 

 全国学力・学習状況調査結果の活用 
春と秋（ＣＲＴ・ＮＲＴ）の結果の変容 

現状と実態 仮説 実践の概要 評価方法 今後の課題 
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 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 

 

 

 

 

 春と秋（ＣＲＴ・ＮＲＴ）の結果の変容 

現状と実態 仮説 実践の概要 評価方法 今後の課題 
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 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 

 

 

 

 

 児童や保護者アンケート 

現状と実態 仮説 実践の概要 評価方法 今後の課題 
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 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 

 

 

 

 

 今後は！ 

（１）食育と学力・体力向上の関連性に 

かかわる科学的検証方法 
→各種調査によって取得される個別的データを基に、 

  どのように互いに関連づけて分析するのか 

  旭川大学等の研究機関等と協議する必要がある。 

 （２）食事・栄養摂取状況を踏まえた 

指導の工夫 
→より適切な栄養摂取に向けた配膳指導等の実施方法の検討 

→欠食に加え、朝食の内容や栄養バランスなど、各家庭での生活

習慣の向上に向けた指導や啓発の充実 

現状と実態 仮説 実践の概要 評価方法 今後の課題 
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 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 

― ご清聴ありがとうございました ― 

 ？．終了 

18 


